
えび
す津波

避難タワーが

えび
す津波

避難タワーが
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す津波

避難タワーが

完成
しました

完成
しました

完成
しました

P2、3
P4、5
P6
P7
P14、15

美波町役場組織・職員配置表　……………
美波　地方創生だより　Vol.28　…………
税務課からのお知らせ　…………………
ＪＲ四国及び徳島バス株式会社からのお知らせ　…
各お知らせ　………………………………

－主 な 内 容－
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美波   地方創生だより美波   地方創生だより vol.28

美波町の地方創生に関する新聞記事や雑誌が以下の場所でご覧いただけます！
　日和佐地区：日和佐図書・資料館1階
　由 岐 地 区：由岐ふれあいホール（ぽっぽマリン2階）

お知らせ

　過疎だけどにぎやかな町。斬新なチャレンジを歓迎し、応援する寛容さにあふれ、様々な人がこぞって
集う、活気ある町。
　新しい時代の中でも決して埋もれることなく、小さいながらもキラリと光る存在でありたい。
　新しいまちづくりの合言葉、「にぎやかそ」にはそんな思いが込められています。
　みんなが笑顔で夢を語れる町を目指して取り組む、美波町の地方創生を紹介します。

　美波町を舞台に、地方創生の今を描いた映画「波乗りオフィスへようこそ」。
　4月5日には徳島での先行公開が始まりましたが、それに先立つ2月16日の美波町を皮切りに、
阿南市、東京、大阪、そして徳島国際映画祭で試写会が行われました。
　美波町は徳島県、阿南市とともに、東京・大阪の試写会会場にて来場者向けのPRブースを設置。
映画の題材となったサテライトオフィス誘致や観光の冊子、「にぎやかそ」ステッカーを配布しました。

　2月28日に行われた東京試写会では、映画・芸能関係を中心にしたメディアへのお披露目の意味
合いもあり、主演の関口知宏さんをはじめ、宇崎竜童さん、柏原収史さんら主要キャストと明石知幸
監督（阿部出身）、そして著書が原案となったサイファー・テック株式会社代表取締役・吉田基晴さん（桜
町）が舞台挨拶に。
　「俳優を辞めようと決意した矢先の出演依頼だった」「人生の岐路にもなった作品」との感想を噛み締
めていた関口さん。方言指導にあたった役場職員とのエピソードなどを面白おかしく語り、会場を笑
いの渦に巻き込んだ宇崎さん。
　俳優の皆さんはいずれも嬉々とした表情でロケの思い出、美波町の住民の皆さんとの思い出を語り、
「いい作品になった」と絶賛。明石監督が思わず照れ笑いを見せる場面もありました。

映画「波乗りオフィスへようこそ」いよいよ公開！

（写真左上）美波町での試写会で挨拶する明石監督、赤川修也映像監督（赤
松出身）、関口知宏さん。（写真左下）大阪試写会場の様子。(写真上)東
京試写会で徳島県、阿南市とともに「四国の右下」をPRする美波町職員。
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制作：美波ふるさと創造広報チーム

　平成26年に施行された「まち・ひと・しごと創生法」を踏まえ、平成27年度に5カ年計画と
して策定された「美波ふるさと創造戦略」も本年度、最終年をむかえます。
　「美波ふるさと創造戦略」はこの町にどんな変化をもたらしたのか。また、映画を機にさらに注
目を集めている美波町の地方創生とは何なのか。
　サテライトオフィス第１号の進出からの7年を振り返り、「美波町モデル」を解き明かしていく
シリーズです。

◆Vol.1　始まりは採用難。追い風は地デジ化。
　「波乗りオフィスへようこそ」は、関口智宏さん演じる主人公・徳永の苦悩から物語が始まります。
　一極集中、地方からどんどん人が流れ込んでくる東京で、人が集められない。徳永が営むITベンチ
ャー企業は着々と業績を伸ばしてきましたが、増える仕事に対応出来る人材の確保が追いつかない。
採用しようにも優秀な技術者はより条件の良い大手企業に流れ、小さな徳永の会社など見向きもされ
ない、採用難という状況に陥ります。

　映画のモデルとなり、劇中にも徳永が経営する会社と
して実名で登場するサイファー・テック株式会社は、この
ような窮地を脱するべく、2012年5月、美波町初とな
るサテライトオフィスを恵比須浜地区に開設。タイトル
にも使われたサーフィンをはじめ、趣味と仕事（IT）を両
立できるサテライトオフィスでの働き方、「半X半IT」を提
唱することで多くの優秀な人材を集め、経営課題を解決
することとなりました。
　当時、徳島県はテレビ放送の地デジ化にともない、県
内全域にケーブルテレビ網を整備。それは同時に他に類
を見ないほどの広域高速ブロードバンド網となり、一躍
「全国屈指の素晴らしいネット環境」として注目されるこ
とになったのです。
　このことを強みに都市部のIT企業を中心としたサテラ
イトオフィス誘致に取り組み始め、サイファー・テック株
式会社もこのような流れに乗った中で進出を果たしたの
です。
　徳島県のサテライトオフィス誘致事業は現在も続き、
2019年4月までに県内12市町村に64社が進出してい
ます。

　美波町は、3月に戎野朗生建築設計事務所（本社・大阪府）、4月に株式会社ぴやまる（本社・東京都）
が新たにサテライトオフィスを開設し、現在19社。2017年8月から継続している進出数県内最多
はもちろんですが、映画でも描かれていたサテライトオフィスと地域との関係が非常に特徴的だと注
目されています。　＜つづく＞

[シリーズ]映画にも描かれた地方創生、「美波町モデル」とは

■デュアルスクール制度を使ってお盆やお正月以外のお孫さんの里帰りを実現しませんか？
　ご興味がございましたら下記までお問い合わせ下さい。
　　株式会社あわえ内デュアルスクール事務局  ☎70-5831

©ポンコツ商会
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すべて現年度課税分です。
(ただし、随時の課税及び給料や年金から天引きされる分は除きます。)

税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ

軽自動車税

固定資産税

町 県 民 税

全　期

2　期 3　期 4　期 5　期 6　期

2　期

2　期

3　期

3　期

全　期
１　期

全　期
１　期

全　期
１　期

国 民 健 康
保　険　税

令和元年
5月7日

令和2年
1月6日7月1日5月31日 7月31日 9月2日 9月30日 10月31日 12月2日 1月31日 3月2日

納期日
税　目

平成31年度各町税納期日について

町税の納付には口座振替がとても便利です
　金融機関が、納税者ご本人に代わって納期ごとに、預貯金から自動的に振り替えて納める制度です。納め忘れや
金融機関や役場等へお出かけになる必要もなく、お忙しい方や不在がちな方に特に便利な制度です。
① 口座振替が利用できる町税
　・個人の町県民税
　・固定資産税
　・軽自動車税
　・国民健康保険税
② お申込できる金融機関
　　阿波銀行・徳島銀行・かいふ農業協同組合の各店舗・徳島県信用漁業協同組合連合会本所の各店舗・
　　全国の郵便局（ゆうちょ銀行）
③ お申込みの方法
　・用意するもの　通帳及びその届出印・納税通知書
　・申込場所　　　口座を開設されている上記金融機関の窓口

※口座振替依頼書は町内の金融機関の窓口にあります。町外の上記金融機関の窓口にて
　お申し込みされる場合は、あらかじめ美波町役場税務課までご請求下さい。

④ お手続き期間
　　毎月15日までにお申し込みいただいた方は、翌月の納期限分から口座振替開始となります。
　　毎月16日以降にお申し込みいただいた方は、翌々月の納期限分から口座振替開始となります。

　平成３１年度から美波町において、徳島県と相互併任制度の活用による、各町税（町県民税・固定資産税・軽自
動車税・国民健康保険税）の滞納徴収強化に取り組みます。
　各町税を滞納されている方に対して、督促状・催告書等の送付にて連絡いたします。納付や納付相談等がなく、
滞納を放置されますと法の定めにより財産（給与・預貯金・保険等）の差押え、徳島滞納整理機構への移管等の滞
納処分を進めてまいりますので、納期日までに忘れずにご納付下さい。

固定資産税のお知らせ
土地（家屋）価格等縦覧帳簿の縦覧・固定資産課税台帳の閲覧について
　役場税務課では、4月1日（月）から9月2日（月）まで土地（家屋）価格等縦覧帳簿を縦覧します。この縦覧は、
納税者が自己所有の土地・家屋の価格と近隣の土地・家屋の価格を比較して、自己所有の土地・家屋の評価が適
正かどうかを確認することができるものです。
　縦覧できる方は、固定資産税の納税者本人です。なお、代理人に縦覧を依頼する場合は委任状が必要となります。
　また、固定資産課税台帳については、自己資産について記載された部分を1年中確認することができるとともに、
借地人・借家人についても使用または収益の対象としている部分について閲覧できます。この期間中に、ご自分の
所有している土地・家屋、償却資産などの登録事項に誤りがないかどうかを確認してください。

【お問い合せ先】　役場税務課（固定資産税・町県民税・軽自動車税・国民健康保険税）　☎７７ｰ３６１５

各町税滞納徴収の強化について
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◆徳島バス（株）が運行する高速バス（室戸・生見・阿南大阪線）が
　阿南駅停留所～甲浦停留所で乗り降りできるようになります。

◆ＪＲ四国が平成３１年３月１６日（土）に実施するダイヤ改正により、
ＪＲ牟岐線のデータイムに阿南駅～海部駅間の区間を２時間間隔
で運転するパターンダイヤが導入されます。

〈 日和佐駅の時刻表 〉

※ 下線付きの時刻は特急列車
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改　正　前 改　正　後 改　正　前 改　正　後
下り（海部方面） 上り（阿南・徳島方面）

〈 高速バス　室戸・生見・阿南大阪線（途中乗降可能区間）時刻表 〉

※ 高速バスの利用は空席がある場合に限ります。
※ 列車やバスの遅延により、乗換できない場合があります。
※ 高速バスの運賃については徳島バス（株）の運賃表またはホームページをご確認ください。
　 ＪＲについてのお問い合わせ先　　　　 ＪＲ四国 徳島駅　　　　　　　　☎088-622-7935
　 高速バスについてのお問い合わせ先　　　徳島バス 高速バス予約センター　☎088-622-1826
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登 録 申 請

利用者証交付

タクシー利用

高齢者タクシー助成制度が変わります高齢者タクシー助成制度が変わります高齢者タクシー助成制度が変わります
　現在美波町では、町内に住所を有する者で、かつ在宅で生活を営む高齢者又は身体障害者手帳
等をお持ちの方で、自動車の運転が出来ない方や、公共交通機関の利用が困難な方等の日常生活
の利便を図ることを目的にタクシー利用料金の一部を助成する事業を行っています。
　平成３１年4月から、これまで一律1,000円だった利用者負担が、利用料金の3分の2（上限
1,000円）となり、また行き先についても町内店舗が利用可能になりました。
　申請は随時受付ていますが、すでに申請されている方についてはあらためて申請する必要はあり
ません。

1．改正期日
平成31年4月1日

2．対象者（以下の①～③全てに該当する方が対象となります。）
①70歳以上又は身体障害者手帳等の交付を受けている方
②町内に住所を有する者でかつ在宅で生活を営む方
③自家用車で移動が困難な方（次のいずれかに該当する方）
　・自動車運転免許証がない方
　・自動車を所有していない方
　・自動車を所有しているが利用出来ない理由がある方
　

3．利用出来るタクシー
海南タクシー（有）、由岐タクシー

4．助成の額
1回につき当該運賃の3分の2（１０円未満切上げ）の金額を利用者負担とします。ただし、片道を
1回の利用とし、1,000円を上限とします

　【例】1回のタクシー料金が1,200円の場合　→　利用者負担800円　助成金額400円
　　　※1,500円を超えたときは、タクシー料金の額に関係なく1回の乗車につき支払う金額は
　　　　1,000円です。

5．利用方法
タクシーの利用は、町内の医療機関、公共施設、最寄りの駅及び町内店舗とする。

利用の流れ
役場窓口で申請書を記入し、申請いただきます。
役場本庁舎(総務課)又は由岐支所  ※代理の方でも申請は可能です。

申請後、内容確認し利用者証を交付します。

町内のタクシーを利用し、料金をお支払いの時に利用者証を運転手に提示し、当
該運賃の3分の2の金額（10円未満切上げ）をお支払い下さい。

◎タクシー利用料金助成に関するお問い合せ先
役場総務課　☎77－3611
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　自分らしい人生を全うするために今できることは何でしょうか。人生の最終段階をどのよ
うに迎えたいですか。そのためには何を準備しなければならないのでしょうか。現実と向き
合いながら、これからも住み慣れた家、地域で生活するために今できることは何かを考えて
みませんか。

時　間　13時30分～15時30分
申　込　実施日が近づきましたらテーマごとに申込みを募集します
参加費　無 料

会　　場　　日和佐公民館 3階 大集会室

申込〆切　　5月22日(水)

申込み・問い合わせ先
　　　　　　地域包括支援センター　☎77－1171

講　師　徳島文理大学保健福祉学部理学療法学科
　　　　　教授　鶯　春夫　先生

日　 時　5月29日(水)　13時30分～15時30分

生き方と逝き方の未来設計塾
自分らしい人生を全うするために

NEW　介護予防事業

第1回

生き方と逝き方の未来設計塾

申込み募集!!

実 施 日

2019年 5 月29日（水）

6 月26日（水）

7 月19日（金）

8 月28日（水）

9 月20日（金）

10月18日（金）

10月31日（木）

11月 8 日（金）

2020年 1 月29日（水）

テ ー マ

在宅での本人や家族の生き方・心がまえ

自宅で受けられる看護、家で息を引き取ったとき

遺言・エンディングノート

お金のはなし　年金・相続・贈与

知っておきたい成年後見制度

認知症サポーター養成講座　介護予防と介護保険

お口の話　よく噛み、ごっくん、食べるコツ

健康寿命が延びる食べ物のお話

からだが動く　心が躍る　心も身体もリフレッシュ

1

2

3

4

5

6

7

8

9



国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎
年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、住民登録をしている市町村役場の国民年金窓
口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。
　平成31年度分（令和元年7月分から令和2年6月分まで）の免除等の受付は令和元年7月1日から開始され
ます。
　また、申請時点の2年1か月前の月分までさかのぼって申請することができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた
期間がある方は、徳島南年金事務所または役場の国民年金窓口へご相談ください。

徳島南年金事務所　☎088－652－1511
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※手芸教室は、かぎ針とアクリル毛糸でタワシを作ります。

ストーンアート
（石の亀づくり）

（募集人数）

（12名）

（20名）

（10名）

（10名）

太 　 極 　 拳

ギター（初級）

手 芸 教 室

教養娯楽室（2F）

教養娯楽室（2F）

保健衛生室（1F）

保健衛生室（1F）

毎月第1・3火曜日

毎月第1・3金曜日

毎月第1・3水曜日

第2・4水曜日
（6月～9月）

午後7：00～

午前10：30～

午後1：30～

午後1：30～

岡本裕之先生

竹内岩夫先生

富田里美先生

小原恒子先生

講　座　名 講座開催日 開始時間 場　　所 講　　師

　隣保館では、各種講座を通じて町内の皆様の相互交流を促進するために、教養文化活動の講座生を
募集します。お誘い合わせの上、ご参加ください。

※受講希望の方は、4月26日（金）までに日和佐隣保館（☎77－1199）へお申し込みください。
　定員を超える場合は抽選で決定し、決定した方には通知をお送りします。
　なお、各教室とも5月の第3週目以降に開始します。

2019（平成31）年度　隣保館教養文化活動講座生募集!!2019（平成31）年度　隣保館教養文化活動講座生募集!!

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　平成31年4月分から令和2年3月分までの国民年金保険料は、月額16,410円です。保険料は日本年金機
構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めることができます。また、
クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文書・訪問に
より早期に納めていただくよう案内をおこなっております。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は、
延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さえられることがありますので、早めの
納付をお願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、徳島南年
金事務所または役場の国民年金窓口へご相談ください。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

国民年金保険料免除等の申請について

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう



高齢者の交通死亡事故が
多発しています！
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　有害鳥獣からの農林産物被害の防止・軽減を目的とし、新たに侵入防止柵を自力施
工にて設置する場合に、その資材費を予算の範囲内で助成いたします。

【助成対象】
町内に住所を有し、農業又は林業に従事し収益を得ている者が自力施工にて設置を
行う場合。

【補助額】
侵入防止柵にかかる資材費の2分の1以内（労務費等は含まない）

【申請に必要なもの】
申請書・見積書・カタログ・図面・設計書及び利用目的が分かる書類

※　助成対象（件数）は、1軒から可能ですのでお気軽にお問い合せください。
※　以前に他の補助を活用している場所については、対象外となる場合があります。
※　予算の都合上、要望がそのまま決定ではありませんので、ご留意ください。
※　申請等につきましては、役場産業振興課までお問い合せください。

【お問い合せ先】　役場産業振興課　☎７７ー３６１７

美波町鳥獣侵入防止柵等設置支援事業美波町鳥獣侵入防止柵等設置支援事業

緊急告知

高齢者の交通死亡事故が
多発しています！
　3月19日現在、今年の交通事故死者数が11名となっています。そして、お亡くなりに
なった方の9名（8割）が高齢者です。これは、昨年の約5倍のペースで高齢者の死亡事
故が発生していることになります。そこで、高齢者の方々一人一人に緊急で呼びかけます。
　一人一人が事故防止に努め、この悪い流れを断ち切りましょう。

○夜間外出時は、反射材を付けましょう。
○運転中は自分の運転を過信せず、交通ルールを守りましょう。
○早めにライトを付け、ハイビームを使いましょう。

徳島県・徳島県交通安全対策協議会
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ヘルスメイトから防災時の献立を紹介します

食　品　名

焼き鳥缶
ホールコーン缶
米

分　　量

1缶
65ｇ
1合

作　　り　　方

① 米は洗い、ざるにあげて水気をきる。炊飯器に入れ、1合目の
目盛りまで水を加える。

② 焼き鳥缶をたれごと、コーン缶とともに加え、普通に炊く。

食　品　名

鯖缶（みそ煮）
玉葱
にんじん
こんにゃく
しめじ
ねぎ
みそ
だし汁
（添え）
小松菜
にんじん    

分　　量

130ｇ
100ｇ
20ｇ
20ｇ
30ｇ
1本

小さじ11/2
300cc

160ｇ
20ｇ

作　　り　　方

① だし汁をとる。
② 玉葱とにんじん・こんにゃくは、短冊に切り、こんにゃくはさ
っと湯通しする。しめじは、小房にわける。

③ ねぎは、小口に切る。
④ 添えのにんじんは、細切りに切り、ゆで、ざるにあげて水気を
きる。小松菜は、洗って、ゆでる。さっと水につけ、絞ったら、
２～３㎝に切る。

⑤ 鍋に①②を入れて火をつける。沸いて、具に火が通ったらみそ
を加えて火を止める。

⑥ お椀に鯖缶をいれて、⑤を注ぎ、ねぎを散らす。
⑦ 添えの野菜はお皿に盛りつけ、鯖缶の汁を添える。

ヘルスメイトから防災時の献立を紹介します

○ 防災時の献立と作り方
【焼き鳥缶とコーンの炊き込みご飯】・・・１合分

【鯖缶みそ汁】・・・２人分

食　品　名

切干大根
棒寒天
わかめ
水
焼きのり
ゴマ
ポン酢

分　　量

15ｇ
1/2本
3ｇ

1/2カップ
1枚

小さじ1
小さじ2

作　　り　　方

① 切干大根は、はさみで食べやすく切り、棒寒天は、小さくちぎる。
ポリ袋に合わせて入れ、わかめと水を加えてよく振って混ぜ、
空気を抜いてしっかりと水に浸す。

② 乾物がやわらかくもどったらポリ袋をぎゅっと絞って水気を絞
る。

③ ②にポン酢とゴマを加えて混ぜ合わせる。
④ ③に焼きのりもちぎって 加え、混ぜ合わせる。

【のりといろいろ乾物和え物】・・・２人分

と
て
も
簡
単
で
す

　2月5日、今年度最後の中央研修が行われ、防災食に取り組みました。いつでも買い置きができて、
備蓄しやすい缶詰を使った簡単な献立です。防災時だけでなく、日常生活でのご活用もおすすめします。



診療時間
18時～22時
18時～22時
18時～22時
9時～18時
18時～22時

診療月日
4月17日（水）
5月13日（月）
5月18日（土）
5月19日（日）
5月29日（水）

第10回 美波町スポーツ少年団駅伝大会第10回 美波町スポーツ少年団駅伝大会
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　2月24日(日）、美波町スポーツ少年団駅伝大会が開催されました。海部郡内から男子の部10チーム、女子
の部6チーム、オープンの部に5名が参加し、沿道からの声援を受けながら健脚を競いました。男子の部は海南・
由岐クラブ、女子の部は日和佐バロンズＣが優勝しました。

女
子
の
部
〝
優
勝
〞
の

日
和
佐
バ
ロ
ン
ズ
Ｃ
チ
ー
ム

男
子
の
部
〝
優
勝
〞
の

海
南
・
由
岐
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム

【区間賞】男子の部
西澤翔斗（1区）・・・牟岐・宍喰クラブＡ
大城　光（2区）・・・日和佐バロンズＡ
神野広翔（3区）・・・海南・由岐クラブＡ
尾﨑　雷（4区）・・・海南・由岐クラブＡ
森下大暉（5区）・・・海南・由岐クラブＡ

【区間賞】女子の部
岡本蕾陸（1区）・・・日和佐ファイターズＡ
白木海音（2区）・・・牟岐・宍喰クラブＣ
西丸侑来（3区）・・・日和佐バロンズＣ
浜口和虎（4区）・・・日和佐バロンズＣ
西丸颯姫（5区）・・・日和佐ファイターズＡ

【女子の部】
優　勝：日和佐バロンズＣ
準優勝：日和佐ファイターズＡ
第3位：牟岐・宍喰クラブＣ

【男子の部】
優　勝：海南・由岐クラブＡ
準優勝：日和佐バロンズＡ
第3位：牟岐・宍喰クラブＡ

日和佐診療所からお知らせ
　日和佐診療所は、海部郡医師会が実施
する「海部郡救急医療当番」に参加して
います。
4月・5月の当番日

当番日は、内科医が診察します。
当番日は、変更になることがあります。
診察を希望される方は、上記診療時間
内にお越し下さい。

日和佐診療所　☎７７－１２１２

東紅会にて健康講座を開催!!
　3月2日（土）、
社会福祉法人東
紅会にて、健康講
座が開催されまし
た。シニア世代の
運動習慣の定着
化を目指し、生活
習慣病予防から介
護予防を意識した
健康講座で、徳島県の委託事業として行われました。
近隣住民、老人クラブなどの約５０名の参加者は、口
腔ケアの方法や栄養に関する座学の他、実際に体を動
かす健康体操やウォーキングを行いました。
　健康寿命を延ばすためにも、適切な口腔ケアを行う
ことを心がけ、バランス良く栄養を取り、日頃から体を
動かすことを意識して毎日を過ごしましょう。



「
後
継
者
育
成
奨
励
金
」に
つ
い
て

「
霊
柩
自
動
車
の
廃
止
」に
つ
い
て
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南
阿
波（
阿
南
・
那
賀
・
美
波
・
牟
岐
・
海
陽
）

定
住
自
立
圏
連
携
事
業

第
43
回（
平
成
31
年
度
）

成
人
大
学
受
講
生
募
集

「
美
波
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

の
配
布
に
つ
い
て

４
月
の「
高
年
齢
者
の
再
就
職
に

関
す
る
相
談
窓
口
」の
お
知
ら
せ

エ
シ
カ
ル
消
費
を
ご
存
じ

で
す
か
？

平
成
31
年
度
美
波
町
育
英

奨
学
金
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

４
月
定
例
教
育
委
員
会
の

日
程
に
つ
い
て

日
時
　
４
月
24
日
(水) 

午
前
９
時
30
分
〜

場
所
　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　

美
波
町
教
育
委
員
会
で
は
、
優
秀

な
人
材
を
多
く
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

資
格
要
件
等

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

で
、
大
学（
短
大
・
高
専
・
各
種

専
門
学
校
を
含
む
）、
高
校
に
在

学
中
、
又
は
入
学
が
決
定
し
て
お

り
、
学
業
及
び
人
物
が
優
秀
な
者

②
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
者

※
他
の
奨
学
金
と
重
複
し
て
も
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

奨
学
金
貸
与
額（
月
額
）

　

・
大
学
等
５
万
円
以
内

　

・
高
校　

２
万
円
以
内

利
子　
無
利
子

返
還
期
間

卒
業
１
年
後
か
ら
10
年
以
内
。
但

し
年
間
の
返
還
額
が
大
学
等
で
12

万
円
、
高
校
で
６
万
円
を
下
ま
わ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

貸
与
者
の
決
定

審
査
委
員
会
を
開
催
し
て
貸
与
者

を
選
考
し
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
書
類
は
美
波
町
教
育
委
員

会
・
由
岐
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
期
限
ま
で
に
美
波
町
教
育
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
10
日
(金)

お
問
い
合
せ
先

美
波
町
教
育
委
員
会

　

☎
77─

３
６
２
０

事
業
内
容

住
民
が
地
域
産
業
従
事
者
の
後
継

者
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
者
に
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
農
林
業
者

は
農
業
協
同
組
合
又
は
森
林
組

合
、
漁
業
者
は
漁
業
協
同
組
合
、

商
工
業
者
は
商
工
会
の
推
薦
書
を

添
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象

後
継
者
は
、
満
45
歳
未
満（
申
請

時
）の
者
と
し
ま
す
。

補
助
金
額

５
０
，０
０
０
円（
１
人
に
つ
き
）

そ
の
他

申
請
は
、
事
実
発
生
の
日
か
ら
２

年
以
内
に
行
う
も
の
と
し
、
認
定

及
び
支
給
は
後
継
者
と
な
っ
た
日

か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
後
と

し
、
同
一
人
に
つ
き
支
給
は
１
回

限
り
と
し
ま
す
。

地
域
産
業
に
従
事
す
る
日
数（
商

工
業
者
の
後
継
者
に
つ
い
て
は
家

業
に
従
事
す
る
日
数
）が
年
間
１

０
０
日
以
上
で
あ
り
、
そ
の
状
態

が
今
後
も
引
き
続
く
と
認
め
ら
れ

る
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課

　

☎
77─

３
６
１
７

　

霊
柩
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

31
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
31

年
４
月
以
降
は
、
各
葬
祭
業
者
等
へ

霊
柩
車
を
手
配
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
住
民
生
活
課

　

☎
77─

３
６
1
3

　

美
波
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
協
働
で
作
成
し
て
き
た「
美
波

町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」が
完
成
し
ま

し
た
の
で
、
順
次
、
各
ご
家
庭
の
ポ

ス
ト
に
配
布
し
ま
す
。

配
布
時
期
　
４
月
上
旬
〜

配
布
方
法
　
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ（
各
ご

家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
ま

す
）

※
団
体
・
企
業
な
ど
、
広
告
等
の
掲

載
に
ご
賛
同
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
政
策
推
進
課

　

☎
77─

３
６
1
6

講
座
内
容
・
日
時

歴
史
・
防
災
・
天
文
等
に
か
か
る

講
座
及
び
現
地
研
修
な
ど

募
集
定
員  

１
３
０
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
開
講
式
の
案
内
を
も
っ
て
当

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

受
講
資
格
　
学
習
意
欲
の
あ
る
人

受
講
料
　
年
間
１
，５
０
０
円

※

料
理
教
室
、
現
地
研
修
な
ど
は
実

費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

受
講
場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
ほ
か

申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
フ
リ
ガ

ナ
、
電
話
番
号
、
携
帯
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
４
月
15
日
(月)

 

ま
で
に
〒
７
７
４―

８
５
０
１

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３
生
涯
学

習
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

お
問
い
合
せ
先

阿
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
８
８
４-

22-

３
３
９
１

　

皆
さ
ん
が
毎
日
買
っ
て
い
る
様
々

な
商
品
、
そ
れ
は「
誰
が
」「
ど
こ
で
」

「
ど
の
よ
う
に
」作
っ
た
も
の
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
の
背
景
に
は
、
環
境
破
壊
、
労

働
搾
取
や
児
童
労
働
な
ど
の
深
刻
な

問
題
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

環
境
、
人
や
社
会
、
地
域
に
配
慮

し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る

「
エ
シ
カ
ル
消
費（
倫
理
的
消
費
）」

は
、
私
達
や
未
来
の
子
ど
も
達
に
住

み
よ
い
社
会
や
環
境
の
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
に
優
し

い「
エ
コ
商
品
」や
、
発
展
途
上
国
で

作
ら
れ
た
作
物
や
製
品
を
適
正
な
価

格
で
継
続
的
に
取
引
し
て
い
る「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
」の
選
択
、
地

域
を
元
気
に
す
る「
地
元
の
商
店
街

で
の
買
い
物
」や「
地
産
地
消
」な
ど

の
、思
い
や
り
の
あ
る
消
費
行
動
が
、

エ
シ
カ
ル
消
費
で
す
。
皆
さ
ん
も
是

非
エ
シ
カ
ル
消
費
を
心
が
け
て
み
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

徳
島
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

事
業
推
進
協
議
会
が
55
歳
以
上
の
方

の
再
就
職
や
就
業
支
援
の
相
談
窓
口

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
22
日
(月) 

午
後
１
時
〜

３
時
半　

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

場
所
　
美
波
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
問
い
合
せ
先

　

☎
０
８
８-

６
７
６-

４
４
２
１

　

〜
廃
品
回
収
に
つ
い
て
〜

　

左
記
の
日
程
で
廃
品
回
収
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
日
　
５
月
12
日
(日)

場
所
　
日
和
佐
公
民
館 

屋
根
付
き

駐
車
場

搬
入
時
間
　
午
前
７
時
30
分
〜
午
前

８
時
30
分

積
込
時
間
　
午
前
７
時
30
分
〜
午
前

９
時
頃

回
収
す
る
も
の

　
☆
古
新
聞

　

☆
古
雑
誌
・
折
り
込
み
チ
ラ
シ（
電

　

話
帳
も
出
せ
ま
す
。）

※
右
記
の
２
種
類
以
外
は
回
収
で

き
ま
せ
ん
。

お
願
い

☆
右
記
２
種
類
以
外
は
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
新
聞
は
図
の
よ
う
に「
十
文
字
」

に
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
雑
誌
と
チ
ラ
シ
類
も
、
図
の
よ

う
に「
十
文
字
」に
結
束
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
新
聞
・
雑
誌
等
は
、
廃
品
回
収

当
日
に
搬
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※「
宵
出
し
」な
ど
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

海
部
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
更
生
保
護
活
動
を

行
う
拠
点
と
し
て
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
な
ど
も
皆
さ
ま
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

場
所

　
美
波
町
日
和
佐
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内（
旧
社
協
あ
と
）

開
設
日

　
毎
週　

月
・
木
の
９
時
〜
12
時（
変

更
の
場
合
あ
り
）

電
話
・
F
A
X

　

０
８
８
４-

70-

１
６
２
８

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
の

就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
に
職
業
訓

練
が
あ
り
ま
す
。

　

職
業
訓
練
を
受
講
し
て
早
期
の
就

職
を
目
指
し
た
い
方
、
ど
の
よ
う
な

訓
練
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
方
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
説
明
会
の
内
容

・
職
業
訓
練
の
制
度
に
つ
い
て

・
訓
練
科
目
、
申
し
込
み
か
ら
受
講

　

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て　

な
ど

開
催
場
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
牟
岐（
阿
南
公
共

職
業
安
定
所
牟
岐
出
張
所
）２
階

会
議
室

開
催
時
間

　

午
前
11
時
〜
午
前
11
時
30
分

開
催
日
　
４
月
17
日
(水) 

※
事
前
の
参
加
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
の
あ
る
方
は

「
求
職
活
動
」に
な
り
ま
す
の
で

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
牟
岐　

職
業
訓
練
担
当

　

☎
０
８
８
４-

72-

1
1
0
3

　

先
般
は
、
阿
波
晩
茶
製
造
技
術
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
に
加
え
て
、
製
造
に

関
す
る
家
族
の
思
い
出
、
生
産
地
情

報
な
ど
、
貴
重
な
情
報
や
ご
意
見
を

多
数
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

当
初
想
定
し
て
い
た
製
造
範
囲

よ
り
広
範
囲
で
製
造
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
、
今
後
は
頂
い
た
情
報

を
元
に
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

調
査
に
は
民
俗
文
化
財
や
歴
史
に

精
通
し
た
有
識
者
を
交
え
、
本
県
の

発
酵
茶
の
歴
史
と
流
通
、
製
造
技
術

及
び
道
具
類
の
変
遷
等
、
文
化
財
の

視
点
に
立
っ
た
詳
細
な
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
を
通
し
て
、
先
人
よ
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
本
県
の
発
酵
茶

の
製
造
技
術
を
記
録
に
残
す
こ
と
で

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
締
切
り
ま
し
た

が
、
平
成
31
年
度
も
調
査
は
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
情
報
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後

も
町
民
の
皆
様
に
は
調
査
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
何
か
ご
不

明
な
点
、
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

下
記
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
課

（
民
俗
文
化
財
担
当
）

☎
０
８
８-

６
２
１-

３
２
６
７

FAX
０
８
８-

６
２
１-

２
８
８
６

e-m
ail 　kyouikubunkaka@

　
　

pref.tokushim
a.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　

訓
練
科

　

医
療
事
務
科
１

内
容メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
メ
デ
ィ

カ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
調
剤
薬
局

事
務　

等

定
員
　
15
名

対
象
　

離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業
安
定

所
所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受

け
た
人

訓
練
期
間

５
月
24
日
(金) 

〜
８
月
23
日
(金) 

　
　
（
日
・
祝
日
は
休
校
日
）

訓
練
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分

訓
練
場
所

阿
南
市
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

阿
南
市
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料

　

※

テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

申
込
期
間

　

３
月
27
日
(水) 

〜
４
月
24
日
(水) 

申
込
先

　

居
住
地
を
所
管
す
る
公
共
職
業
安

定
所
へ

お
問
い
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

　
☎
０
８
８
４-

26-

０
２
５
０



婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

職
業
訓
練
説
明
会
の
お
知
ら
せ
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県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
受
講
生
募
集

海
部
地
区
保
護
司
会
か
ら

お
知
ら
せ

阿
波
晩
茶
製
造
技
術

ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
礼
等
に
つ
い
て

日
時
　
４
月
24
日
(水) 

午
前
９
時
30
分
〜

場
所
　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　

美
波
町
教
育
委
員
会
で
は
、
優
秀

な
人
材
を
多
く
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

資
格
要
件
等

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

で
、
大
学（
短
大
・
高
専
・
各
種

専
門
学
校
を
含
む
）、
高
校
に
在

学
中
、
又
は
入
学
が
決
定
し
て
お

り
、
学
業
及
び
人
物
が
優
秀
な
者

②
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
者

※
他
の
奨
学
金
と
重
複
し
て
も
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

奨
学
金
貸
与
額（
月
額
）

　

・
大
学
等
５
万
円
以
内

　

・
高
校　

２
万
円
以
内

利
子　
無
利
子

返
還
期
間

卒
業
１
年
後
か
ら
10
年
以
内
。
但

し
年
間
の
返
還
額
が
大
学
等
で
12

万
円
、
高
校
で
６
万
円
を
下
ま
わ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

貸
与
者
の
決
定

審
査
委
員
会
を
開
催
し
て
貸
与
者

を
選
考
し
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
書
類
は
美
波
町
教
育
委
員

会
・
由
岐
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
期
限
ま
で
に
美
波
町
教
育
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
10
日
(金)

お
問
い
合
せ
先

美
波
町
教
育
委
員
会

　

☎
77─

３
６
２
０

事
業
内
容

住
民
が
地
域
産
業
従
事
者
の
後
継

者
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
者
に
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
農
林
業
者

は
農
業
協
同
組
合
又
は
森
林
組

合
、
漁
業
者
は
漁
業
協
同
組
合
、

商
工
業
者
は
商
工
会
の
推
薦
書
を

添
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象

後
継
者
は
、
満
45
歳
未
満（
申
請

時
）の
者
と
し
ま
す
。

補
助
金
額

５
０
，０
０
０
円（
１
人
に
つ
き
）

そ
の
他

申
請
は
、
事
実
発
生
の
日
か
ら
２

年
以
内
に
行
う
も
の
と
し
、
認
定

及
び
支
給
は
後
継
者
と
な
っ
た
日

か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
後
と

し
、
同
一
人
に
つ
き
支
給
は
１
回

限
り
と
し
ま
す
。

地
域
産
業
に
従
事
す
る
日
数（
商

工
業
者
の
後
継
者
に
つ
い
て
は
家

業
に
従
事
す
る
日
数
）が
年
間
１

０
０
日
以
上
で
あ
り
、
そ
の
状
態

が
今
後
も
引
き
続
く
と
認
め
ら
れ

る
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課

　

☎
77─

３
６
１
７

　

霊
柩
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

31
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
31

年
４
月
以
降
は
、
各
葬
祭
業
者
等
へ

霊
柩
車
を
手
配
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
住
民
生
活
課

　

☎
77─

３
６
1
3

　

美
波
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
協
働
で
作
成
し
て
き
た「
美
波

町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」が
完
成
し
ま

し
た
の
で
、
順
次
、
各
ご
家
庭
の
ポ

ス
ト
に
配
布
し
ま
す
。

配
布
時
期
　
４
月
上
旬
〜

配
布
方
法
　
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ（
各
ご

家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
ま

す
）

※
団
体
・
企
業
な
ど
、
広
告
等
の
掲

載
に
ご
賛
同
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
政
策
推
進
課

　

☎
77─

３
６
1
6

講
座
内
容
・
日
時

歴
史
・
防
災
・
天
文
等
に
か
か
る

講
座
及
び
現
地
研
修
な
ど

募
集
定
員  

１
３
０
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
開
講
式
の
案
内
を
も
っ
て
当

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

受
講
資
格
　
学
習
意
欲
の
あ
る
人

受
講
料
　
年
間
１
，５
０
０
円

※

料
理
教
室
、
現
地
研
修
な
ど
は
実

費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

受
講
場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
ほ
か

申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
フ
リ
ガ

ナ
、
電
話
番
号
、
携
帯
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
４
月
15
日
(月)

 

ま
で
に
〒
７
７
４―

８
５
０
１

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３
生
涯
学

習
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

お
問
い
合
せ
先

阿
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
８
８
４-

22-

３
３
９
１

　

皆
さ
ん
が
毎
日
買
っ
て
い
る
様
々

な
商
品
、
そ
れ
は「
誰
が
」「
ど
こ
で
」

「
ど
の
よ
う
に
」作
っ
た
も
の
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
の
背
景
に
は
、
環
境
破
壊
、
労

働
搾
取
や
児
童
労
働
な
ど
の
深
刻
な

問
題
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

環
境
、
人
や
社
会
、
地
域
に
配
慮

し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る

「
エ
シ
カ
ル
消
費（
倫
理
的
消
費
）」

は
、
私
達
や
未
来
の
子
ど
も
達
に
住

み
よ
い
社
会
や
環
境
の
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
に
優
し

い「
エ
コ
商
品
」や
、
発
展
途
上
国
で

作
ら
れ
た
作
物
や
製
品
を
適
正
な
価

格
で
継
続
的
に
取
引
し
て
い
る「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
」の
選
択
、
地

域
を
元
気
に
す
る「
地
元
の
商
店
街

で
の
買
い
物
」や「
地
産
地
消
」な
ど

の
、思
い
や
り
の
あ
る
消
費
行
動
が
、

エ
シ
カ
ル
消
費
で
す
。
皆
さ
ん
も
是

非
エ
シ
カ
ル
消
費
を
心
が
け
て
み
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

徳
島
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

事
業
推
進
協
議
会
が
55
歳
以
上
の
方

の
再
就
職
や
就
業
支
援
の
相
談
窓
口

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
22
日
(月) 

午
後
１
時
〜

３
時
半　

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

場
所
　
美
波
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
問
い
合
せ
先

　

☎
０
８
８-
６
７
６-

４
４
２
１

　

〜
廃
品
回
収
に
つ
い
て
〜

　

左
記
の
日
程
で
廃
品
回
収
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
日
　
５
月
12
日
(日)

場
所
　
日
和
佐
公
民
館 

屋
根
付
き

駐
車
場

搬
入
時
間
　
午
前
７
時
30
分
〜
午
前

８
時
30
分

積
込
時
間
　
午
前
７
時
30
分
〜
午
前

９
時
頃

回
収
す
る
も
の

　
☆
古
新
聞

　

☆
古
雑
誌
・
折
り
込
み
チ
ラ
シ（
電

　

話
帳
も
出
せ
ま
す
。）

※
右
記
の
２
種
類
以
外
は
回
収
で

き
ま
せ
ん
。

お
願
い

☆
右
記
２
種
類
以
外
は
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
新
聞
は
図
の
よ
う
に「
十
文
字
」

に
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
雑
誌
と
チ
ラ
シ
類
も
、
図
の
よ

う
に「
十
文
字
」に
結
束
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
新
聞
・
雑
誌
等
は
、
廃
品
回
収

当
日
に
搬
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※「
宵
出
し
」な
ど
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

海
部
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
更
生
保
護
活
動
を

行
う
拠
点
と
し
て
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
な
ど
も
皆
さ
ま
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

場
所

　
美
波
町
日
和
佐
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内（
旧
社
協
あ
と
）

開
設
日

　
毎
週　

月
・
木
の
９
時
〜
12
時（
変

更
の
場
合
あ
り
）

電
話
・
F
A
X

　

０
８
８
４-

70-

１
６
２
８

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
の

就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
に
職
業
訓

練
が
あ
り
ま
す
。

　

職
業
訓
練
を
受
講
し
て
早
期
の
就

職
を
目
指
し
た
い
方
、
ど
の
よ
う
な

訓
練
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
方
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
説
明
会
の
内
容

・
職
業
訓
練
の
制
度
に
つ
い
て

・
訓
練
科
目
、
申
し
込
み
か
ら
受
講

　

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て　

な
ど

開
催
場
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
牟
岐（
阿
南
公
共

職
業
安
定
所
牟
岐
出
張
所
）２
階

会
議
室

開
催
時
間

　

午
前
11
時
〜
午
前
11
時
30
分

開
催
日
　
４
月
17
日
(水) 

※
事
前
の
参
加
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
の
あ
る
方
は

「
求
職
活
動
」に
な
り
ま
す
の
で

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
牟
岐　

職
業
訓
練
担
当

　

☎
０
８
８
４-

72-

1
1
0
3

　

先
般
は
、
阿
波
晩
茶
製
造
技
術
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
に
加
え
て
、
製
造
に

関
す
る
家
族
の
思
い
出
、
生
産
地
情

報
な
ど
、
貴
重
な
情
報
や
ご
意
見
を

多
数
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

当
初
想
定
し
て
い
た
製
造
範
囲

よ
り
広
範
囲
で
製
造
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
、
今
後
は
頂
い
た
情
報

を
元
に
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

調
査
に
は
民
俗
文
化
財
や
歴
史
に

精
通
し
た
有
識
者
を
交
え
、
本
県
の

発
酵
茶
の
歴
史
と
流
通
、
製
造
技
術

及
び
道
具
類
の
変
遷
等
、
文
化
財
の

視
点
に
立
っ
た
詳
細
な
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
を
通
し
て
、
先
人
よ
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
本
県
の
発
酵
茶

の
製
造
技
術
を
記
録
に
残
す
こ
と
で

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
締
切
り
ま
し
た

が
、
平
成
31
年
度
も
調
査
は
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
情
報
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後

も
町
民
の
皆
様
に
は
調
査
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
何
か
ご
不

明
な
点
、
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

下
記
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
課

（
民
俗
文
化
財
担
当
）

☎
０
８
８-

６
２
１-

３
２
６
７

FAX
０
８
８-

６
２
１-

２
８
８
６

e-m
ail 　kyouikubunkaka@

　
　

pref.tokushim
a.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　

訓
練
科

　

医
療
事
務
科
１

内
容メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
メ
デ
ィ

カ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
調
剤
薬
局

事
務　

等

定
員
　
15
名

対
象
　

離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業
安
定

所
所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受

け
た
人

訓
練
期
間

５
月
24
日
(金) 

〜
８
月
23
日
(金) 

　
　
（
日
・
祝
日
は
休
校
日
）

訓
練
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分

訓
練
場
所

阿
南
市
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

阿
南
市
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料

　

※

テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

申
込
期
間

　

３
月
27
日
(水) 

〜
４
月
24
日
(水) 

申
込
先

　

居
住
地
を
所
管
す
る
公
共
職
業
安

定
所
へ

お
問
い
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

　
☎
０
８
８
４-

26-

０
２
５
０
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町民文芸のコーナーに掲載
を希望される場合は、政策
推進課（☎77-3616）まで
連絡をお願いします。

※原稿は前月の
20日前後まで
に提出してく
ださい。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

美波町社会福祉協議会事務局
では、心配ごと相談を随時受
付しております。
【受付日】
月～金　8：30～17：00
（土・日・祝祭日は休み）

【連絡先】
美波町社会福祉協議会
　　　　　☎77－0342
由岐支所　☎78－1792

◎女性のための生き方なんでも相談は、【阿
南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン】
女性支援パートナーシップ事業です。

※「女性のための生き方なんでも
相談」は、事前に予約が必要です。

【連絡先】 男女共同参画室分室
　☎0884－22－0361

し
ゃ
っ
ぽ

い
さ
か

か
わ

は
る
は
や
て

まちの相談カレンダー

　
　
由
岐
句
会

懐
か
し
き
人
に
逢
い
た
り
彼
岸
寺
　
　
　
　
戎
谷
　
久
代

跡
取
り
は
父
に
似
て
き
し
彼
岸
僧
　
　
　
　
戎
谷
　
利
公

初
蝶
に
ま
ぶ
し
き
海
の
照
り
返
し
　
　
　
　
森
　
　
浄
子

学
校
は
彼
の
日
の
ま
ま
の
木
の
芽
吹
く
 　
　

山
宇
野
代

冴
返
る
入
江
に
沁
み
る
舟
の
音
 　
　
　
　
　
青
山
　
文
夫

彼
岸
会
に
帽
子
ま
っ
さ
ら
六
地
蔵
　
　
　
　
湊
　
と
お
る

植
木
市
ま
ん
丸
る
金
柑
味
見
し
て
　
　
　
　
浜
名
　
文
子

諍
い
を
望
む
人
な
し
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
中
川
　
秀
司

杖
つ
き
て
遍
路
に
道
を
教
え
け
り
　
　
　
　
住
谷
　
喜
舟

声
出
し
て
笑
う
赤
子
や
桃
の
花
 　
　
　
　
　
米
山
　
玉
子

躱
し
ゆ
く
上
野
公
園
春
疾
風
　
　
　
　
　
　
下
町
　
　
昭

桃
つ
ぼ
む
平
成
談
義
く
り
返
し
 　
　
　
　
　
森
本
富
美
子

　
　
日
和
佐
句
会
　

蒲
公
英
の
絮
の
飛
び
交
う
海
岸
路
　
　
　
　
橋
本
た
か
き

落
椿
掃
か
ず
置
き
け
り
二
三
輪
 　
　
　
　
　
本
庄
　
潮
乃

水
尾
の
び
て
船
消
え
て
ゆ
く
朝
霞
　
　
　
　
白
河
　
輝
女

春
陽
背
に
敷
石
と
ん
で
ケ
ン
ケ
ン
パ
　
　
　
福
井
　
咲
希

ラ
ン
ド
セ
ル
見
せ
あ
っ
て
行
く
一
年
生
 　
　
張
野
　
浩
子

木
木
芽
吹
く
参
道
す
が
し
多
磨
御
陵
　
　
　
永
井
　
雅
代

春
の
空
散
歩
す
る
足
か
ろ
や
か
に
　
　
　
　
森
　
　
公
子

星
一
つ
添
え
冴
え
返
る
六
日
月
　
　
　
　
　
岡
本
　
真
砂

　
　
時
雨
庵
句
会

暮
れ
な
ず
む
浅
蜊
の
浜
の
静
寂
か
な
　
　
　
名
田
み
や
女

夜
桜
や
死
ぬ
ほ
ど
の
恋
途
中
下
車
　
　
　
　
勝
瑞
　
高
春

　
　
日
和
佐
短
歌
会

雛
壇
の
飾
り
に
触
れ
て
胸
ぬ
く
む
シ
ャ
ッ
タ
ー
閉
じ
し
店
の
片
隅
　
　
　
　
福
井
　
郁
子

家
ぬ
ち
に
福
を
呼
び
こ
む
箱
廻
し
恵
比
寿
大
黒
あ
や
つ
り
廻
す
　
　
　
　
　
栗
林
　
和
子

さ
わ
や
か
に
天
気
も
晴
れ
て
畝
を
掘
り
じ
ゃ
が
い
も
植
え
る
今
日
は
啓
蟄
　
小
延
　
恭
弘

ド
イ
ツ
館
人
形
の
弾
く
ビ
オ
ロ
ン
の
楽
の
幽
か
に
俘
虜
の
幻
　
　
　
　
　
　
本
庄
た
ゑ
子

　
　
投
稿
（
短
歌
）

あ
れ
や
こ
れ
笑
ひ
と
ば
し
て
知
ら
ん
ぷ
り
嘘
に
塩
ふ
る
四
月
馬
鹿
の
日
　
　
下
町
　
　
昭

※

※

※

※

※

※

５月
13:00～17:00
13:00～15:00
9:00～12:00
9:00～12:00
9:00～12:00
13:00～16:00
9:00～12:00
13:00～17:00
9:00～12:00
13:00～17:00
9:00～12:00
13:00～16:00
13:00～17:00
9:00～12:00

7 日
8 日

9 日

10日

14日

16日
21日
23日
24日
28日
30日

火
水

木

金

火

木
火
木
金
火
木

阿 南 市 民 会 館 ２ 階
由 岐 公 民 館
保健センター（会議室）
保健センター（会議室）
保健センター（会議室）
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
日 和 佐 隣 保 館
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
日 和 佐 隣 保 館
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
保健センター（会議室）
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
保健センター（会議室）

女性のための生き方なんでも相談
行 政 相 談
心 配 ご と 相 談
行 政 相 談
介 護 相 談
女性のための生き方なんでも相談
人 権 相 談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
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日 月 火 水 木 金 土

No.157
2019年４月号

■図書館カレンダー

『開館日・時間』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで
　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで
『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始

●休館日５月の予定

1 2 3 4

5 76 8 9 10

12 1413 15 16 17

2120 22 2524

18

19

27 28

23

29 30 3126

11

●休館日４月の予定

1 2 3 4 5

7

6

8 9 10 12

14

13

15 16 17

21

20

22 2524

18 19

27

28

23

29 30

26

11

美波町読書友の会会員募集中です。
文集「みなみ」や文学の旅に参加してみませんか？

詳しくは図書館までお問合せください。

おはなしのじかん　4月20日（土） 午後２時～

美波町日和佐図書・資料館　☎0884-77-2733

・たのしいまきばのイースター
・さくらもちのさくらこさん
・カどこいった？
・あくたれラルフ
・おだんごスープ
・あのやまこえてどこいくの
・バナナのはなし
・まめとすみとわら
・おおかみのおなかのなかで
・少年少女のためのミステリー超入門

ロイス・レンスキー
岡田よしたか
鈴木のりたけ
ジャック・ガントス
角 野 栄 子
ひろかわさえこ
伊 沢 尚 子
せなけいこ
マック・バーネット
芦 辺　拓

≪児童本≫■新着本
・中野のお父さんは謎を解くか
・機捜235
・カゲロボ
・こうして誰もいなくなった
・傲慢と善良
・てらこや青義堂
・くらやみガールズトーク
・逆流
・横道世之介　続
・ノースライト
・父と私の桜尾通り商店街
・圓朝
・人工知能
・魔眼の匣の殺人
・姑の遺品整理は、迷惑です
・月とコーヒー
・KIDキッド
・傑作はまだ
・死にがいを求めて生きているの
・麦本三歩の好きなもの
・夜の塩
・レフトハンド・ブラザーフッド

北 村　薫
今 野　敏
木 皿　泉
有栖川有栖
辻 村 深 月
今 村 翔 吾
朱 野 帰 子
田 中 経 一
吉 田 修 一
横 山 秀 夫
今 村 夏 子
奥山景布子
幸 田 真 音
今 村 昌 弘
垣 谷 美 雨
吉 田 篤 弘
相 場 英 雄
瀬尾まいこ
朝井リョウ
住 野 よ る
山口恵以子
知念実希人

等など

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書や絵本
などたくさんの本が入っています。あなたの読み
たい本が図書館になければ、予約やリクエストが
できます。どんどん申し出てください。お待ちし
ております。

No.157
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人口と世帯（平成31年２月28日現在）

人　口
男
女
世帯数

6,747人
3,142人
3,605人
3,275世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

前月比

※広報の発行日等の都合上、「人口と世帯及び人口
動態」については、前々月末の住民基本台帳を基
に掲載させていただきますのでご留意ください。

全 期 分

今月の納税
納付期限　５月７日（火）
●軽 自 動 車 税

-９
-３
-６
-３

　
美
波
町
へ
の
寄
附
金

社
協
だ
よ
り

婚
　
姻

人
口
動
態
（
２
月
分
）

出
　
生

死
　
亡

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

新規採用者を紹介します！新規採用者を紹介します！

４月より美波町で
看護師として働け

ることを、とても楽しみにしてい
ます。地域の方々に寄り添った優
しい看護師を目指して努力して参
りますので、どうぞよろしくお願
い致します。

慣れないことばか
りだと思います

が、一つ一つ丁寧に行い、少しで
も美波町に貢献できるよう努力し
ていきます。よろしくお願いいた
します。

小川　桐花
（住民生活課）

中道　果奈
（美波病院）

平田　莉乃
（総務課）

横尾　美月
（日和佐こども園）

石徹白　匠
（税務課）

槌谷　　茜
（阿部こども園）

この度、美波町で
保育教諭として勤

務させていただくことになりまし
た。子どもたちが自然あふれる美
波町で、元気良く成長していける
ようサポートをし、日々尽力して
いきたいと思います。よろしくお
願いします。

地域創生の一翼を
美波町で担うこと

ができるのをとてもうれしく感じて
おります。住民の皆さまのお役に
立てるよう精一杯努力してまいりま
すので、よろしくお願いいたします。

４月から保育士と
してお世話になり

ます。槌谷茜と申します。生まれ育
った美波町で働けることをとても
うれしく思います。子どもとともに
成長し、喜びを共感できる保育を
できるよう日々努力したいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

この度、美波町で
働かせていただき

ます、石徹白匠と申します。笑顔
あふれ、安心して暮らせる町づく
りに貢献できればと思います。よ
ろしくお願い致します。

いとしろ たくみ ひらた りの おがわ きりか

つちたに あかね よこお みづき なかみち かな


